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論　　文　　の　　要　　旨

（王）目　　的

　若年境界域高血圧者においては，交感神経系のみならず，副腎髄質系の機能尤進があると考えら

れている。しかしながら，従来の報告によると安静時の血漿norepinephrine，epinephrine濃度は

正常血圧者に比べて上昇，または不変となっており論議のある所である。そこで，若年境界域高血

圧者において，主として交感神経系を介する反応であるhandgrip（HG）負荷，および副腎髄質よ

りのepinephrine分泌刺激であるg1ucag㎝負荷の2種類の刺激に対する血中カテコラミンの反応よ

り，高血圧発症前状態における交感神経系および副腎髄質系機能につき検討を行った。

（2）対象と方法

　対象者は全例男性で，境界域高血圧者（BHT）23名（平均年齢22歳），正常血圧者（NT）9名

（平均年齢21歳）である。BHTとは35歳以下で，過去1年間にわたって3回以上の血圧測定を行

い，拡張期血圧が少なくともヱ回は90mmHg以上で，少なくとも1回は90聰mHg未満の者とした。

なお，収縮期血圧に関しては，常に160㎜棚g以上を示す者はBHTより除外した。

　対象者に十分な安静をとらせた後に，血圧，脈拍数の測定，およびカテコラミン測定用の採血を

行った。ついで，HG負荷を右手最大握力の30％の強度で握力計を3分間握らせることにより実施
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し，負荷前，負荷1，2，3分後に血圧，脈拍数の測定に加えてカテコラミン測定用の採血を行っ

た。BHT群の12名とNT群の9名については，その後20分間の安静の後にg1ucagonヱUSP単位を

静注し，負荷前，g1ucagon静注後1，2，3，5，10分後に血圧，脈拍数の測定，およびカテコラ

ミン測定用の採血を行った。

（3）結　　果

　安静時平均血圧，脈拍数はBHT群がNT群に比し高値を示した。安静時の血中カテコラミン濃

度は，血漿epinephrine濃度がBHT群でNT群に比べ高値の傾向を示したが，血漿norepinephrine

濃度，総カテコラミン濃度については両群問に有意差を認めなかった。

　HG負荷時の平均血圧，脈拍数はBHT，NT両群とも有意に増加したが，増加の程度は両群間に

有意差はなかった。総カテコラミン濃度についても両群間に有意差を認めなかった。

　HG負荷時の平均血圧，脈拍数はBHT，NT両群とも有意に増加したが，増加の程度は両群間に

有意差はなかった。総カテコラミン濃度の変化は，負荷3分目にはBHT群がNT群に比し有意に

高値を示した。

　g1ucagon負荷に対して血漿epinephrine濃度は，両群とも3～5分目に頂値をとる反応を呈した

が，増加の程度は2，3分目にBHT群が有意に大きかった。同時に測定した血漿norepinephr1ne

濃度は有意な変化を示さず，また，血圧，脈拍数は両群ともに上昇したが，その程度に差を認めな

かった。

（4）考　　察

　HG負荷は，遠やかな血圧上昇を特徴とする静的運動負荷であり，血漿カテコラミン濃度の上昇

を伴うことが知られているが，NT群に比べBHT群では負荷時に血中総カテコラミンが過大反応

を示したことから，BHTにおけるストレス時の交感神経一副腎髄質系の充進が推測された。また，

BHT群で安静時の血漿epinephrine濃度はNT群に比し高値の傾向を示した。さらに，g1ucagon負

荷に対してBHT群では副腎髄質からのepinephrine遊出が過大に反応することが明らかとなった。

すなわち，BHTでは，ストレスに対して交感神経一副腎髄質系の反応が尤進していることが明ら

かとなり，ストレスに対する過剰な反応が高血圧発症機転として重要である可能性が示された。

審　　査　　の　　要　　旨

　若年境界域高血圧者（BHT）におけるストレス時の交感神経一副腎髄質系の反応性を，handgrip

負荷，g1ucagon負荷によるカテコラミン濃度の変化等をみることにより詳細に検討し，BHTでは

ストレスに対して交感神経一副腎髄質系の反応が充進していることを明らかにしている。この結果

は，高血圧発症機転の一つとしてストレス時の交感神経系の尤進が重要であるとの仮説を，内分泌

学的見地より裏付けるものであり，高血圧発症の一つのメカニズム解明のための研究として意義が

深い。
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よって，著者は医学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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